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１こどもが学びとる授業

こどもが学びとる授業とは、
こどもたちが「教わる」から
「自ら学びとる」意識を持ち、
自分で課題を見つけ、他者と
対話しながら解決していく、
こども主体の授業のことです。
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これまで中心的な「教師主導型の授業」は・・・

説明 まとめ確認

２ 授業づくりの変化

教師の説明を聞き、挙手・指名、反復練習等を繰り
返しながら理解を深めるスタイルが中心でした。
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これから目指す「学びとる授業」は・・・

２ 授業づくりの変化
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こどもが主体の「学びとる」授業では、こども自ら
考え、対話・交流し、自己調整しながら学びを深める
スタイルを目指しています。

教師が「教える」 こどもが「学びとる」

これまでの授業例

・先生の話を聞く

・正解を出す

・板書を写す

・反復練習

「学びとる」授業イメージ

・課題を見出す

・解決のためのプロセスを考える

・正解のない課題に取り組む

・納得解を創り出す

・必要な情報を選んで活用する

・協働的に学習する

２ 授業づくりの変化
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こどもが学びとる授業の中で、タブレット端末の
活用は、有効な学びのツール（手段）になります。

３ タブレット端末の活用
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４ 授業の実際(小学校)
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４ 授業の実際(中学校)

中学校 社会科 生成A Iを活用した
授業風景の動画
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これから目指す「学びとる授業」は・・・

４ 授業の実際

教師は、教えることに加えて、こども一人一人の学び
が深まるようにコーディネートする役割を担います。
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５ 成果と課題

R6 熊本市学力検査 児童生徒の意識調査より

回答結果が全国平均を上回った内容
・グループで話し合いや教え合いをしている。
・調べてわかったことをもとに、考えをまとめ
ることができる。

回答結果が全国平均を下回った内容
・自分で学習の計画を立てている。
・その日のめあてを決めて、授業や家で学習に
取り組んでいる。
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